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2.背景 お よび 目的
東南アジアに位置する東ティモール民主共和国(以 下




















































①ギ ドバ ラダ レス国立病院:看 護部長お よび人事部長 よ
り話を聞いた。国内の トップ リフ ァレルであ り、全国
か ら患者が集 まるベ ッド数約290床の総合病院 であ る。
救急外来や集中治療室 もあ り、集中治療室 には日本で
も見 か けるICUベ ッ ドや救 急 カー トが備 えて あ る一
方、中央配管設備 はな く、酸素 ボ ンベな どは古 いもの
であ ることが うかがわれた。高度医療への対応 には限
界があ り、例えば、人工透析が必要な場合 はバ リ(イ
ンドネシア)へ 、その他 にも重症患者 はシ ンガポール
やオ ース トラ リアに搬送 され る。看護師 は200名以上、
助産師 は66名勤務 して いる。看護師の最終学歴 は学士
































デ ィ リ県 保健局(District　Health　Services　Dili):
保健局 に派遣 されてい る国際協 力機構(JICA)の 青 年
海外協力隊員(JOCV)よ り話 を聞いた。東 テ ィモ ール
で は各県に1つ 保健局があ り、保健局の もと複数の保健
セ ンターが設置 され、セ ンター管轄地域の現場の活動を
統括す るシステ ムとな ってい る。地域保健活動の報告 は
保健セ ンターを通 して保健局 に集約 され る。例えば、デ
ング熱な どの主要感染症の発生報告 も保健局が保健セ ン
ターの管轄地域のデ ータを集約 してい るが、デ ータ分析
や活用な どはあ まり行われていない との ことであ った。
またデー タを保健局 に出 さないプ ライベ ー トク リニ ック
もあ ることな どか ら、地域のデ ータを完全集約で きてい
るわ けで はな く、 したが って、保健局か らのデ ータを集
約 して い る保健省 のHealth　Information　Systemから
出 され るデー タについて もまだ正確性 には課題があ ると
の ことであった。なお、8月24日 には同保健局 にお いて、
デ ィ リ県を フィール ドと して2015年度 まで科研費研究を
行 って きた教員が、保健セ ンター職員や村長を対象 と し
た研究成果発表 とワークシ ョップを行 った。
4)そ の 他
①WHO東 テ ィモール事務所:事 務所代表 に話 を聞いた。
東 ティモ ール には多 くの海外支援が入 ってお り、 アジ
アで は日本、韓 国か らの支援が大 きい。WHOに はイ
ンター ンシ ップ制度 はあ るが東 ティモール事務所で は
キ ャパ シテ ィの点で も受 け入れ はできていない。東 ティ
モ ールの保健衛生指標の現状 につ いて は冊子 と して ま
とめ られWHOか ら刊行 されて いる。 これ による と、
東 ティモ ールで は、過去10年間 にヘル スセクターの再
構 築 が 行 わ れ 、Integrated　Community　Health　
Serviceの強化が行われた。特 に5歳以下 の乳児死亡率、
マ ラ リアの削減 にお いて は成果を出 して いる。 しか し
い まだ に小児の低栄養、女性の低栄養、貧富の差の拡
大、非感染性疾患の増加、喫煙率の高 さが問題 とな っ
てい る。 また、農村部や山間部 に保健医療人材 は配置
され るようにな ったが住民の医療サ ー ビスへの アクセ
スの悪 さは依然大 きな課題であ るとの ことだ った。
②小 中学校 教 員 対 象 の禁 煙講 習 会:現 地 で活 動 中 の
NGO、 シェア=国 際保 健協力市 民 の会 が協力 す る講
習会を見学 した。東 ティモールの成人男性の喫煙率 は
70%にのぼ り、喫煙 による健康障害 リスクの低減 は保
健省は じめ、WHOな ど も課題 としてい る。東テ ィモー
ルの教育省が主催す るこの講習会では、教育省 のチュー
ターによる喫煙 による健康被害の講義や、 グループ ワー
ク、デ ィスカ ッシ ョンが行われ、参加者 は熱心 に学ん
で いた。禁煙キ ャ ンペ ー ンソ ングによって親 しみを も
ちなが ら学ぶ ことがで きるよう工夫 されて いた。
③大使館昼食会:在 東 ティモ ール 日本大使館の昼食 に招
待 された。大臣官房参事官 ・審議義官 と して国際保健を
担当 し、世界基金の理事を歴任す るな ど国際保健 に関
心が高 い大使 とその夫人、 エル メラ県ハ トリア郡で地
域 保 健 活 動 を して い るNGO、 地 球 の ス テ ー ジ/
Frontlineの代表他 職員2名 、JICA東 テ ィモ ール事
務所長、大使館専門調査員 と、東 ティモール にお ける
保健医療協力や、東 ティモール人学生の国費留学な ど
現状 と将来の可能性 につ いて ディスカ ッシ ョンした。
④JOCV、NGO職 員 との情報交換 会:現 地 のJOCV5
名、 前述 のNGOシ ェア職 員2名 と情 報交 換会 を行 っ
た。JOCVに つ いて は、 国立 リハ ビ リテー シ ョンの
作業療法士、義肢装具士、国立病院の薬剤師、保健省
の コ ミュニ ティ開発隊員、国立保健科学院の公衆衛生
隊員 な ど様 々 な職種 が保 健医療 の場 でJOCVと して
活躍 している。彼 らが現地で使用されるテトゥン語を







育省と協働 してオ リジナルの教材開発や トレーニ ング
に携わっているとのことであった。
































国際交流基金の地域 リーダー ・若者交流助成、 トビタテ









(保健セ ンター職員村長 らとの ワークシ ョップ)
日本大使館(大 使夫妻 らと)
